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9月定例会
９月２日から１３日の１２日間の日程で開催。
報告３件、承認２件、議案７件、が提案され、審議の結果原案
のとおり可決した。主な議案は以下のとおり。

〇定額減税に伴う調整給付金

一般会計補正予算（第２号・第３号）

７億４３６７万円を増額
補正後の予算総額 ：１５９億２８４３万円

田中  政浩 議長

１億９０００万円

〇新たに住民税非課税・均等割のみ課税世帯増による給付支援金
４３５０万円

峯古野池浚渫工事 １億８０１８万円

中牟田小  渡り廊下タイル改修
三並小  　給食調理室食器洗浄機設置
三並小  　体育館ステージ屋上防水
三輪小  　体育館トイレ洋式化
三輪小  　録音機能付電話機

※主装置１台・電話機１１台

※貯水量約６０％ → ８０％以上確保

※調整給付金とは
　定額減税しきれないと見込まれる方に対して、１万円単位で切り上げて
　算定する

９９万円
660万円
２５４万円
396万円
１７０万円

〇みなみの里経営状況が報告された
収入
利益
集客数

（前年比１０４％）
（前年比1０５％）
（前年比1０２％）

定額減税一体支援事業

丸町・朝日線他２１路線舗装補修 4000万円

道路補修

６５歳以上の方等の新型コロナワクチン接種委託料 ８４４３万円

健康予防

児童手当支給年齢引き上げによる増額 ９７１９万円

子育て支援

高精度・高機能基地局整備工事 ２７５万円

農　業

治水対策

学びの施設

みなみの里の
経営状況

8億７１１８万円
２７８８万円

4６万８１９３人

※令和６年１０月より定期接種３０００円の自己負担

※担い手不足への対策として

※所得制限撤廃
※高校生年代まで延長
※第３子以降 → ３万円に引き上げ（第３子カウント対象は大学生年代まで）
※年３回 → 年６回

筑前議会だより（74号）

基地局整備について周知の方法、利用方法について問

答 スマート農業の環境整備をするもので、集落営農組織等
を通して、農業従事者に周知を図り、この機械導入の
加速を更に図っていく。

自動操舵機能付き農業機械
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町民のために
どう生かされた？
決算審査特別委員会

代表監査委員による決算審査報告

～令和５年度決算を問う～ 寺原  裕明  委員長

古山代表監査委員

問

　保
育
士
の
採
用
試
験
３
回
で

１
人
採
用
。保
育
士
は
足
り
て
い

る
の
か
。

答

　保
育
士
の
採
用
に
は
苦
慮
し

て
い
る
。保
育
士
は
不
足
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、本
年
度
も
引
き
続
き

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（総
務
課
長
）

問

　「道
の
駅・筑
前
み
な
み
の
里
」

の「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」は
夜
間
利
用

が
で
き
な
い
が
。

答

　赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、授
乳
場

所
、お
む
つ
交
換
場
所
、ミ
ル
ク
用
の

お
湯
の
提
供
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
。み
な
み
の
里
の
道
の

駅
は
こ
の
三
つ
の
要
件
を
９
時
か

ら
17
時
ま
で
は
満
た
し
て
い
る
。夜

間
は
、管
理
人
が
い
な
い
た
め
、防
犯

対
策
と
し
て
多
目
的
ト
イ
レ
を
利

用
し
た
お
む
つ
交
換
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　美
和
み
ど
り
保
育
所
は
老
朽

化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、建
て
替

え
計
画
は
。

答

　具
体
的
な
建
て
替
え
の
計
画

は
な
い
が
、建
て
替
え
が
必
要
だ
と

い
う
認
識
は
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　美
和
み
ど
り
保
育
所
の
老
朽

化
し
た
給
食
設
備
は
、安
全
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
改
善
を
。　

答

　設
備
を
そ
れ
ぞ
れ
に
点
検
し
、

法
や
規
則
等
で
定
め
ら
れ
た
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
改
修
を
行
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

子 

育 

て

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、改
善

す
べ
き
点
は
。

答

　昨
年
度
、寄
付
額
が
伸
び
な

かっ
た
の
は
、法
改
正
に
よ
る
も
の
が

大
き
い
。今
は
、主
力
返
礼
品
の
開
拓

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
　（
企
画
課
長
）

問

　固
定
資
産
税
の
収
入
未
済
額

が
４
０
０
万
円
余
増
え
て
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答

　土
地
の
ミ
ニ
開
発
、新
築
家
屋

の
増
、企
業
の
設
備
投
資
に
よ
る
償

却
資
産
税
の
増
に
よ
る
も
の
。賦
課

は
今
後
も
微
増
す
る
と
予
測
さ
れ

る
。徴
収
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（税
務
課
長
）

問

　住
宅
使
用
料
の
滞
納
繰
越
額
、

６
６
０
万
円
余
の
増
額
理
由
は
。

答

　高
額
滞
納
者
の
支
払
い
と
経

済
力
が
あ
る
が
誠
意
が
見
ら
れ
な

い
入
居
者
に
対
し
、こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
正
な
措
置
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

納
　税

問

　タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
授
業
に

学
校
間
の
差
は
な
い
の
か
。小
学
１

年
生
の
授
業
で
の
使
用
方
法
は
。

答

　多
少
の
使
い
方
の
違
い
は
あ

る
か
と
思
わ
れ
る
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

な
ど
先
進
的
な
も
の
を
高
め
て
い

る
。小
学
１
年
生
は
主
に
打
ち
込
み

な
ど
扱
い
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
課
長
）

問

　通
級
指
導
教
室
の
指
導
は
有

資
格
者
が
行
っ
て
い
る
の
か
。　

答

　研
修
を
受
け
た
教
師
が
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
　
　

 （
教
育
課
長
）

問

　町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

９
月
上
旬
開
催
は
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
る
。開
催
時
期
の
見
直
し
は
。

答

　令
和
６
年
度
か
ら
熱
中
症
対

策
と
し
て
１
週
間
ず
ら
し
た
が
、こ

の
時
期
で
は
ど
う
か
と
い
う
声
は
出

て
い
る
。事
業
を
委
託
し
て
い
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
協
議
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　（生
涯
学
習
課
長
）

教
　育

問

　世
帯
数
減
少
行
政
区
の
合
併

支
援
対
策
、大
き
な
行
政
区
の
分

割
の
考
え
は
。

答

　行
政
区
の
合
併
は
、地
域
が

自
主
的
に
推
進
す
べ
き
も
の
で
、歴

史
等
も
あ
り
町
が
強
制
的
に
推
進

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、地
域
か
ら
相
談
等
あ
れ
ば
助

言
等
含
め
た
支
援
は
行
っ
て
い
く
。

世
帯
数
増
加
行
政
区
の
分
割
は
、

現
在
考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（総
務
課
長
）

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
活

動
報
告
の
機
会
を
。

答

　今
後
、活
動
報
告
の
機
会
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う

な
形
で
行
う
か
は
隊
員
と
協
議
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
長
）

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任

期
満
了
後
の
定
住
は
。

答

　任
期
終
了
後
の
定
住
に
つ
い

て
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の

ま
ち
づ
く
り

課
題
の
一つ
と
な
っ
て
い
る
。隊
員
と

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、意

向
を
踏
ま
え
た
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　（企
画
課
長
）

問

　橋
梁
の
補
修
が
必
要
な
箇
所

は
何
か
所
あ
る
の
か
。ま
た
橋
梁
の

集
約
化
と
は
。

答

　令
和
５
年
度
末
時
点
で
の
判

定
結
果
で
は
84
橋
あ
る
が
、全
て
が

予
防
保
全
段
階
で
あ
り
、緊
急
な

措
置
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
。橋

梁
の
集
約
化
と
は
、利
用
状
況
に

応
じ
て
橋
を
撤
去
し
、近
く
の
橋
に

迂
回
し
て
利
用
者
を
集
約
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
る
。
　（建
設
課
長
）

問

　地
域
自
主
防
災
士
の
人
数

は
。

答

　令
和
６
年
３
月
時
点
で
、68

名
が
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
。今

後
も
取
得
の
呼
び
か
け
を
行
う
。
　

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

防
　災

筑前議会だより（74号）

寺原裕明委員長のもと、９月９日から１１日の３日間の日程で開催され、各課の決算・事業成果に
対し、委員から１１８項目にわたる質問が行われた。その一部を掲載。

　令和5年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書並びに基
金の運用状況、また水道事業会計、下水道事業会計の決算につ
いては、計数に誤りはなく、適法・適正に執行されていることを確
認した。
　行政課題が多く厳しい環境の中、限られた有効財源を活用し、
創意と工夫、事務事業の精査と見直し等により効率的、効果的な
行財政運営を行い、全職員で持続化可能な“とかいなか・筑前
町”をめざした努力を期待する。
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問

　在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
の
実
施
回
数
増
加
の
考
え
は
。

答

　対
象
者
が
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、ニ
ー
ズ
等
を
加
味
し
、増

や
す
こ
と
も
併
せ
て
検
討
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

　
問

　戦
没
者
追
悼
式
典
は
、遺
族

も
高
齢
化
し
参
加
者
も
減
少
し
て

い
る
。従
来
の
形
式
に
こ
だ
わ
ら

ず
内
容
の
検
討
を
。

答

　追
悼
式
つ
い
て
は
、遺
族
会
と

協
議
し
な
が
ら
現
在
は
大
刀
洗
平

和
記
念
館
で
実
施
し
て
い
る
。今
後

も
遺
族
会
と
十
分
協
議
し
、内
容

等
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

福
祉
と
健
康

問

　有
料
に
な
っ
た
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

答

　令
和
６
年
７
月
現
在
で
、会

員
登
録
数
９
０
９
人
、４
月
か
ら
の

利
用
件
数
は
累
計
で
４
２
５
４
件
。

１
月
当
た
り
の
平
均
利
用
件
数
は

１
０
６
３
件
と
な
っ
て
い
る
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（企
画
課
長
）

問

　住
民
票
等
各
種
証
明
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
費
用
対
効
果
は
。

答

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
を
支

払
っ
て
い
る
が
、職
員
の
手
が
か
か
っ

て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
費
用
対

効
果
は
あ
る
。
　

　（住
民
課
長
）

問

　高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
、チ
ョ
イ
ソ
コ
ち
く
ち
ゃ
ん

も
対
象
者
に
な
る
の
か
。

答

　令
和
６
年
７
月
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ち
く
ち
ゃ
ん
」

も
自
主
返
納
事
業
に
追
加
し
て
い

る
。
　
　
　

　（環
境
防
災
課
長
）

暮 

ら 

し

問

　森
林
経
営
計
画
の
よ
る
森
林

整
備
は
有
効
な
事
業
で
あ
る
。今

後
の
計
画
は
。　

答

　意
向
調
査
に
基
づ
き
、引
き

続
き
森
林
経
営
計
画
に
よ
る
森
林

面
積
の
集
約
化
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　（農
林
商
工
課
長
）

問

　有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
は
令

和
６
年
度
ま
で
の
３
ヶ
年
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
後
は
。

答

　今
年
度
ま
で
の
捕
獲
の
頭
数

を
確
認
し
、今
後
も
被
害
が
大
き
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、継
続
す
る
か
検
討

す
る
。
　
　
　
　（
農
林
商
工
課
長
）

農
　業

問

　大
刀
洗
平
和
記
念
館
の
入
館

者
は
増
加
し
て
い
る
が
、来
館
学

校
数
、児
童
生
徒
減
少
の
理
由
は
。

答

　令
和
５
年
５
月
の
コ
ロ
ナ
５
類

移
行
に
よ
り
、行
き
先
を
コ
ロ
ナ
禍

前
に
戻
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
高
校

の
修
学
旅
行
で
の
来
館
が
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
。

　
　
　（大
刀
洗
平
和
記
念
館
長
）

問

　農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
築
40
年
を
経
過
し
老
朽
化

し
て
い
る
よ
う
だ
が
建
て
替
え
の

計
画
は
。

答

　現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え
の

計
画
は
な
い
が
、将
来
的
に
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　（生
涯
学
習
課
長
）

公
共
施
設

筑前議会だより（74号）

議 決 結 果

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

株式会社筑前町ファーマーズマーケットみなみの里
の経営状況

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

石
丸
時
次
郎

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

区
分

審
議
結
果

専
決

承
認

条
例

可
決

可
決

報
告

補
正
予
算

可
決

そ
の
他

認
定

令
和
５
年
度
決
算

令和6年9月定例会

専決処分を報告し、承認を求める（令和６年度筑前町
一般会計補正予算（第２号））
専決処分を報告し、承認を求める（中牟田小学校教室
増築工事請負変更契約の締結）

令和５年度筑前町財政健全化判断比率

令和５年度筑前町公営企業の資金不足比率

報告のみ

報告のみ

報告のみ

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

筑前町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定
筑前町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例の制定
筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定

令和６年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）
令和６年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和５年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定

令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定

令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定

令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計
歳入歳出決算の認定

令和５年度筑前町水道事業会計決算の認定

令和５年度筑前町下水道事業会計決算の認定

令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計
歳入歳出決算の認定

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議 （反対討論）河内：多くの高齢者が入院や入所等しており、マイナンバーカー

ドの作成自体が困難である。保険証は廃止せず残すべきである。

（賛成討論）原田宏：貸付金の徴収にあたっては、定期的な面談や督促を行
い、計画による自主的返納を基本として対応している。収納対策アドバイ
ザーや弁護士の指導の下、適正な業務運営が遂行されると認められる。

（賛成討論）山本久矢：１人あたり医療費の水準が高止まりしており、大きな
課題を抱えている中、広域連合と連携して集団健診や保健事業、介護予防
などの様々な事業に取り組んでいる。

（賛成討論）池松：医療費が増加傾向にあり、被保険者数の減少が見込まれる
中、法定外繰り入れをせず安定した財政運営に努めている。医療費抑制対策
にも継続的に取り組んでいる。

（賛成討論）原口：部落解放同盟は、あらゆる差別の撤廃に資する活動をして
いる団体であり、補助金交付決定は適正に実施されている。会計全般につ
いて、決算審査特別委員会で審議・承認されている。

（反対討論）河内：75歳という年齢だけで医療差別をする制度そのものに反
対である。１日も早く元の老人保健制度に戻すべきである。

（反対討論）河内：あまりにも高すぎる保険税に、町民は悲鳴をあげている。
保険税の引き下げに向けて努力すべきだったのではないか。

（反対討論）河内：１億円を超える不用額は、町民のための施策に使うべき
だったのではないか。部落解放同盟への補助金は、町民の理解を得られるも
のではない。

（反対討論）河内：平成28年度には完了しているはずの事業にもかかわらず、
未だに１億円近い貸付金が回収できていない。貸付の経緯も分からない後
任職員に負担を押し付けることになる。

令和６年度筑前町一般会計補正予算（第３号）
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９
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月
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別
委
員
会

議
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結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

筑前議会だより（74号）

令和6年
7月23日（火）
　　25日（木）
　　29日（月）
　　30日（火）～31日（水）

8月　5日（月）
　　6日（火）
　　7日（水）
　　２0日（火）
　　22日（木）
　　22日（木）
　　25日（日）
9月　8日（日）
　　25日（水）

議長の動き 一部を
紹介

こんなこともやっています

7月11日（木）

7月22日（月）

文教厚生常任委員会
　ペーパーレス化のためタブレットのみで
研鑽

8月27日（火）

9月1日（日）

福岡県町村議会議長会理事会
主要地方道久留米・筑紫野線道路建設促進期成会通常総会
朝倉地区人権・同和教育推進連絡協議会評議委員会

防衛省全国情報施設協議会総会（東京都）
国道３８６号改修促進期成会総会
福岡県南広域水道企業団定例会
ど～んとかがし祭役員会
社会福祉協議会理事会及び共同募金筑前町支会理事会
甘木朝倉広域市町村圏事務組合定例会
甘木・朝倉・三井環境施設組合定例会
朝倉森林組合総代会
町民ソフトボール大会
秋の交通安全県民運動街頭啓発活動

９月定例会勉強会
　決算審査特別委員会にむけて勉強会を
実施

　消防団の皆さんが、迅速・確実かつ安全に行動す
るために、消防用機械器具の取扱い、操作の基本に
ついて技術を競う大会が開催。私たち議員も応援！
　町内で発生する火災・災害等から私たちの暮らし
を守ってくださっている「筑前町消防団」の皆さん
“ありがとうございます”

○福祉サービス事業所「ほっとスペースあさくら」
　　理事長　石井敏治さんが社会福祉事業への熱
い思いの中、平成11年に知的障害者通所授産施
設「夜須学園」を開園。平成20年「ほっとスペース
あさくら」へ名称変更し、生活介護・就労継続支援
Ｂ型を提供している福祉サービス事業所を訪問。

○甘木・朝倉・三井環境施設組合（廃棄物再生処理
センター サン・ポート）
　　１市２町１村（朝倉市・筑前町・大刀洗町・東峰
村）人口約97,000人、世帯約40,000世帯のごみ
処理施設を訪問し、ごみ処理の流れを視察。

7月29日（月）
　筑前町・東峰村の地域おこし協力隊の方々の活動報
告と意見交換会を開催

　筑前町シニアクラブ連合会会長 
竹永忠夫さん・役員の皆様と、令
和７年５月、三輪支部・夜須支部と
の統合を目指し、活力あるシニア
クラブづくりのために意見交換会
を開催。

9月6日（金）

ほっとスペースあさくら

甘木・朝倉・三井環境施設組合
（サン・ポート）

筑前町シニアクラブとの意見交換会

東峰村議会との研修会

文教厚生常任委員会町内視察研修福岡県消防操法大会

①「筑前町の山林集約化活動報告」 小路　章吾
②「筑前町の子ども達の教育に係るサポート活動報告」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉積　将史
③「東峰テレビ活動報告」 関岡　マーク
④「小石原焼伝統産業会館活動報告」 武石　佳奈
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９
月
定
例
会

決
算
審
査
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別
委
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会
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委
員
会
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動

一
般
質
問

筑前議会だより（74号）

石
丸
　
観
光
地
に
お
い
て
は
、

ト
イ
レ・駐
車
場
の
設
置
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

都
市
計
画
課
長

　花
見
客

ピ
ー
ク
時
は
、め
く
ば
ー
る
駐

車
場
を
開
放
。ト
イ
レ
も
利
用

出
来
る
。現
在
、ト
イ
レ・
駐
車

場
が
足
り
な
い
と
いっ
た
声
は

受
け
て
い
な
い
が
、今
後
は
ピ
ー

ク
時
の
利
用
状
況
を
調
査
し

た
上
で
、特
性
に
応
じ
た
環
境

整
備
を
検
討
す
る
。

草
場
川
の
桜
並
木
周
辺

　
　
　
　
　
　
　整
備
を

観
光
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　町
づ
く
り
を

賑わいのあるまちづくり推進を
地域活性化一つの手段として推進

石
丸
　
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ

く
り
は
重
要
施
策
の一つ
。今

後
ど
の
よ
う
な
視
点
で
推
進

し
て
い
く
考
え
か
。

企
画
課
長
　祭
り
や
行
事
の

継
承
が
も
た
ら
す
賑
わ
い
は
、

地
域
内
外
の
交
流
の
土
台
と

し
て
、コ
ミ
ュニ
ティ
の
形
成
や

活
性
化
に
つ
な
が
る
。今
後
も

緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
で
便
利
な

「
と
か
い
な
か
」を
目
指
し
推
進

し
て
い
く
。

石
丸
　
春
は
草
場
川
の
桜
祭

り
、秋
は
ど
〜
ん
と
か
が
し
祭

を
筑
前
町
の
二
大
祭
り
に
と

考
え
る
が
。

町
長
　祭
り
に
は
文
化
的
側

面
と
経
済
的
側
面
が
あ
る
。か

が
し
祭
・
草
場
川
桜
並
木
は
期

間
も
短
く
、多
く
の
経
済
効
果

は
望
め
な
い
が
、祭
り
が
二
つ
あ

る
こ
と
は
、多
く
の
住
民
が
町

に
誇
り
を
持
つ
と
いっ
た
文
化

的
側
面
は
、み
な
み
の
里
と
は

違
っ
た
重
み
が
あ
る
。

石
丸
　
草
場
川
桜
並
木
は
、

桜
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
人
影

も
ま
ば
ら
。も
う
少
し
長
い
期

間
楽
し
め
る
工
夫
を
。

町
長
　桜
並
木
は
、田
園
風
景

と
マッ
チ
し
た
風
景
。県
下
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
え
る
。今
、

掩
体
壕
も
整
備
し
て
お
り
、あ

の
沿
線
に
は
多
目
的
運
動
公

園
ぽ
ぽ
ろ
、大
己
貴
神
社
も
あ

る
。そ
れ
を
リ
ン
ク
し
て
い
く
祭

り
に
な
る
こ
と
も
、経
済
効
果

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 石丸　時次郎 議員　　　Ｐ11
・賑わいのあるまちづくりについて
・草場川桜並木周辺整備について

◆ 原田　邦男 議員　　　　Ｐ13
・中山間地の人口減少問題について
・消防団員の現状と課題について

◆ 石橋　里美 議員　　　　Ｐ12
・軟骨伝導イヤホンの導入について
・気軽に利用できる公共施設について
・祖父母手帳について

◆ 原田　　宏 議員　　　　Ｐ14
・交通安全対策と通学路補修について
・当町の食の柱である「ファ―マーズ
 マーケットみなみの里」の将来の展望

◆ 河内　直子 議員　　　　Ｐ15
・安心安全な町づくりについて
・子ども達を取り巻く問題について

９月議会定例会では、５名の議員が一般
質問を行い、町政全般の現状や方針に
ついて報告・説明を求めました。

・令和２年９月定例会より録画配信スタート
・令和２年１２月定例会より生配信スタート 60代男性（山隈区）

「傍聴者の声」

議 員

いし まる とき ろうじ

石丸 時次郎

を
生
む
と
考
え
る
。

ライトアップもされて観光客で賑わう草場川桜並木

9月定例会 ライブ配信アクセス数

178件

本日は初めて一般質問を傍聴させてい
ただきました。
町長、議員さん等の出席の方々、真剣に
議論されていると感じました。ただし、
データの説明や現地の状況などは、言
葉だけでなく、グラフや写真などを活用
するビジュアル化が必要だと感じます。
出席者全員パソコンを準備されている 
ので、実施可能であると思います。

本会議の様子をライブ配信（生中継）しています。
録画映像配信は、議会終了後から約3日後です。

議会映像の配信は
こちらから

インターネットで
議会傍聴しませんか？
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議 員

はら だ くに お

原田 邦男
９
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委
員
会
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般
質
問

原
田
　
山
麓
線
北
部
の
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、深
刻
な

問
題
が
生
じ
て
い
る
。過
疎
化

地
域
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長
　北
部
地
域
の
人

口
は
高
齢
化
や
少
子
化
が
進

み
、農
業
や
産
業
の
継
承
、地

域
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
て

い
る
。

原
田
　
中
山
間
地
域
の
人
口

減
少
問
題
は
、深
刻
さ
を
増

し
て
い
る
。今
後
の
対
策
は
。

町
長
　中
山
間
地
域
の
定
住

策
は
雇
用
創
出
。先
人
も
ゴ
ル

フ
場
、青
少
年
自
然
の
家
、野

の
花
学
園
等
々
を
設
置
し
、地

域
の
雇
用
を
促
進
し
て
き
た
。

今
、大
型
の
畜
産
施
設
が
造
成

工
事
を
完
了
し
、今
後
は
大
型

畜
産
施
設
が
建
設
さ
れ
る
。雇

用
促
進
と
道
路
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
が
、持
続
可
能
な
定

住
政
策
と
考
え
て
い
る
。

原
田
　
本
町
に
は
、耐
用
年

数
を
超
過
し
た
町
営
住
宅
が

多
数
存
在
。今
後
は
、人
口
減

少
対
策
と
し
て
、中
山
間
地

域
へ
の
住
宅
建
設
を
と
考
え

る
が
。

都
市
計
画
課
長
　町
の
町
営

住
宅
長
寿
命
化
計
画
で
は
、こ

れ
ら
の
団
地
に
つ
い
て
は
、将

来
用
途
を
廃
止
し
集
約
建
て

替
え
を
予
定
。地
域
活
性
化
の

環
境
防
災
課
長
　団
員
減
少

の
要
因
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、地
域
で
の
関
わ
り
方

の
変
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。各

分
団
で
は
、昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
な
か
っ
た
、対
面
で

の
勧
誘
を
行
い
10
名
が
入
団

し
た
。今
後
も
対
面
勧
誘
と

併
せ
て
、継
続
し
た
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

原
田
　
先
の
改
正
道
交
法
施

行
に
伴
い
、ポ
ン
プ
車
の
運
転

が
出
来
な
い
団
員
へ
の
対
策

は
。

環
境
防
災
課
長

　ポ
ン
プ
車

運
転
に
必
要
な
免
許
取
得
者

に
10
万
円
の
補
助
を
し
て
い

る
。ま
た
、普
通
免
許
対
応
車

両
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
為
、団
本
部
等
と
協
議

を
進
め
た
い
。

福祉課に設置された
集音器付き軟骨伝導イヤホン

石
橋
　
聴
覚
機
能
の
低
下
を

来
た
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、

本
町
窓
口
へ
の
集
音
器
付
き

軟
膏
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
設
置
の

検
討
を
。

総
務
課
長
　
ま
ず
は
４
台
購

入
し
、必
要
と
考
え
ら
れ
る
部

署
に
設
置
す
る
。

石
橋
　
誰
で
も
暑
さ
を
し
の

ぎ
休
憩
で
き
る
公
共
施
設
は

ど
こ
か
。

財
政
課
長
　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス・
敬
老
館
・
リ
ブ

ラ
１
階
ロ
ビ
ー
・
め
く
ば
ー
る

学
習
館
１
階
ロ
ビ
ー
・
め
く
ば

り
館
。

石
橋
　
日
頃
施
設
使
用
さ
れ

て
い
な
い
方
で
も
、気
軽
に
利

用
で
き
る
こ
と
を
認
知
で
き

る
よ
う
な
案
内
は
可
能
か
。

財
政
課
長
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
広
く
周

知
を
重
ね
て
い
く
。

石
橋
　
リ
ブ
ラ
は
貸
館
以
外

で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
、

ま
た
飲
食
は
可
能
か
。

企
画
課
長
　
読
書
や
学
習
、お

友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方

等
、テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
は
自
由

に
利
用
で
き
る
。飲
食
の
規
定

は
な
い
が
、節
度
あ
る
利
用
を

お
願
い
し
た
い
。な
お
、話
合
い

を
目
的
に
集
ま
ら
れ
る
方
は

貸
館
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

こ
ど
も
課
長
　
祖
父
母
が
今

の
子
育
て
に
つ
い
て
情
報
を
持

つ
こ
と
で
、子
育
て
を
理
解

し
、寄
り
添
い
な
が
ら
子
育
て

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、子
育
て
の
マン
パ
ワ
ー
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
。

石
橋
　
祖
父
母
手
帳
の
発
行

に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

こ
ど
も
課
長
　
予
算
や
掲
載

内
容
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

た
め
、す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、研
究
を
行
い
た

い
。

過
疎
化
地
域
の
現
状
は

石
橋
　
祖
父
母
が
育
児
に
関

し
て
学
ぶ
こ
と
で
、自
分
の
孫

だ
け
で
な
く
地
域
に
お
け
る

子
育
て
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

町
の
見
解
は
。

祖
父
母
手
帳
の
発
行
を

猛
暑
等
の
中
、町
民
の
方
が

気
軽
に
休
憩
で
き
る

　
　　公
共
施
設
の
情
報
を

軟
膏
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

　
　
　
　
　
　の
導
入
を

中山間地域の人口減少対策を
大型施設を誘致し、地域の活性化を図る

軟骨伝導イヤホンの導入を
まずは必要と考えられる部署に４台設置する

祖
父
母
手
帳
と
は

祖
父
母
が
孫
育
て
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
に
発
行
さ

れ
て
い
る
冊
子
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
こ
と

筑前議会だより（74号）

消
防
団
員
の
減
少
傾
向
は

　
　
　
　
　深
刻
な
問
題

議 員

さといし みばし

石橋 里美

リブラ１階ロビー

在
り
方
な
ど
を
勘
案
し
、中
山

間
地
域
も
集
約
建
て
替
え
先

の
候
補
地
の
一つ
と
し
て
検
討

予
定
。

原
田
　
本
町
の
消
防
団
員
は

定
数
割
れ
が
続
い
て
い
る
が
、

今
後
の
対
策
は
。

人口減少対策が待たれる中山間地域
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議 員

はら だ ひろし

原田  宏
９
月
定
例
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

９
月
定
例
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

河
内
　
避
難
所
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
体
育
館
に
、学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用

し
、エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
考
え

る
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

　で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
空
調
設
備
を
整
え
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

町
長
　遅
か
ら
ず
、周
辺
一
帯

が
空
調
施
設
整
備
に
な
っ
て
い

く
。取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。

事故多発の交差点
早期のエアコン設置が待たれる
避難所に指定されている体育館

原
田
　
山
隈
公
民
館
前
の
交

差
点
は
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、過
去
道
路
標
識
等
設
置

さ
れ
た
が
、更
な
る
交
通
安
全

対
策
が
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
　
以
前
よ
り
事
故

が
多
発
し
て
お
り
、カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
・
反
射
板
等
設
置
、事
故

防
止
を
行
っ
て
き
た
が
、減
少

せ
ず
更
な
る
安
全
対
策
と
し

て
、交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装

等
を
早
急
に
検
討
し
て
安
全

対
策
を
行
う
。

原
田
　
全
国
的
に
経
営
が
厳

し
い
道
の
駅
が
あ
る
と
聞
く

が
、み
な
み
の
里
の
今
後
の
展

望
は
。

農
林
商
工
課
長
　
地
域
振
興
・

地
産
地
消
の
基
本
理
念
を
尊

重
し
、維
持
し
て
い
く
事
と
し

て
い
る
。国
よ
り「
地
産
地
消
優

良
活
動
表
彰
」等
表
彰
を
受
け

て
お
り
、外
部
か
ら
の
評
価
も

い
た
だ
い
て
い
る
。社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、基
本

理
念
か
ら
外
れ
る
こ
と
の
な
い

施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

町
長
　
み
な
み
の
里
は「
地
産

地
消
」の
基
本
理
念
を
し
っ
か

り
守
り
な
が
ら
、他
の
地
域
の

ス
ー
パ
ー
化
し
た
道
の
駅
に
な

ら
な
い
様
に
、差
別
化
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
事
が
、今

後
の
道
の
駅
の
在
り
方
だ
と

考
え
る
。

原
田
　
通
学
路
と
し
て
利
用

し
て
い
る
区
間
に
今
回
新
公

民
館
を
建
設
予
定
で
あ
り
、

未
補
修
道
路
が
あ
り
、事
故

の
危
険
性
が
あ
る
。ま
た
、新

公
民
館
が
完
成
し
た
場
合
、

更
に
車
の
往
来
が
多
く
な
る

の
で
安
全
の
た
め
に
道
路
の

補
修
対
策
を
。

建
設
課
長
　
指
摘
の
箇
所
に
つ

い
て
は
過
去
道
路
拡
幅
用
地
と

し
て
買
収
し
た
道
路
で
あ
り
、一

部
未
舗
装
の
部
分
が
あ
り
、又

通
学
路
の
補
修
工
事
を

河
内
　
被
災
者
に
と
っ
て
健

康
保
持
の
鍵
の一つ
で
あ
る
温

か
い
食
事
を
供
給
す
る
た
め

に
も
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
活
用

で
き
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長
　大
規
模
災

害
が
起
こ
り
、避
難
者
に
食
事

を
提
供
す
る
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
活

用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

交
付
金
の
活
用
で

　
　
　エ
ア
コ
ン
設
置
を

河
内
　
備
蓄
の
点
検
を
言
い

始
め
た
政
府
に
、地
方
向
け

防
災
安
全
予
算
の
抜
本
的
な

増
額
を
要
望
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長

　地
域
の
代
議
士
等
に

要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

町
村
会
・
市
長
会
等
々
で
連
携

を
取
っ
て
要
望
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

大
規
模
災
害
に
対
し

　
　
　
　備
え
は
十
分
か

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で

被
災
者
に
温
か
い
食
事
を

河
内
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
小
学
校
に
も
開
設
す
べ
き

で
は
と
考
え
る
が
、今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　小
学
校
に
お
い
て
も

各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
空

き
教
室
を
利
用
し
た
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
、現
在
研
究
し
て
い
る
。小

中
の
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、連
携
し
た
筑
前
町
モ
デ
ル

の
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　を
小
学
校
に
も

河
内
　
交
通
の
多
い
国
道
３

８
６
号
線
、横
断
歩
道
の
白
線

は
、ほ
ぼ
全
域
消
え
か
か
っ
た

状
態
が
10
年
近
く
続
い
て
い

る
。関
係
機
関
に
強
く
働
き

か
け
を
。

建
設
課
長
　要
望
件
数
が
多

い
こ
と
か
ら
、翌
年
度
以
降
の

実
施
と
な
っ
て
い
る
。場
合
に

よ
っ
て
は
公
安
委
員
会
等
に
強

く
働
き
か
け
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

消
え
た
白
線
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　急
げ

学校体育館にエアコンの設置を
できるだけ早い時期に整備を検討している

交通標識設置と通学路補修を
早急に改善する

筑前議会だより（74号）

交
差
点
に

　
　
　道
路
安
全
対
策
を

原
田
　
法
改
正
に
よ
り
、み
な

み
の
里
へ
の
漬
物
出
荷
者
が

減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、町

の
考
え
は
。

農
林
商
工
課
長
　
漬
物
制
度

の
変
更
で
は
出
荷
者
数
減
少

が
あ
り
、補
助
金
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

み
な
み
の
里
の

　
　
　
　今
後
の
展
望
は

議 員

なおか わ ち こ

河内 直子

周
辺
宅
地
開
発
や
公
民
館
建

設
に
よ
り
、道
路
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、道
路
補
修
計
画
を
調
整
の

上
、早
期
に
安
全
確
保
を
図
り

た
い
。
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　２０２３年の１０月１２日に発足しました。和太鼓
を通して子どもたちの人格形成・健全な心身の育
成・地域活性化を目的として毎週木曜日１７時～１
９時に大己貴神社他で稽古しています。
　和太鼓で繋がる人のご縁を大切にし、地域の
皆様に愛され、応援して頂けるチームとなるよう、
団員一同精進致します！

　１９８６年(昭和６１年)に有志で設立した和太
鼓チームです。太鼓を通じて、いじめ、差別の無
い社会を作る事を目的とし、かがし祭や沢山の
野外活動に参加しています。
　練習は毎週水・金曜日１９時～２１時まで、コス
モスプラザホールで行っています。

近藤  美和子さん代表者

筑前太鼓［和奏］～wakana～

原  辰實さん代表者

16印刷／井上紙工印刷㈱　福岡県朝倉市持丸625-1　☎0946-22-3951

　
今
年
の
夏
は
米
不
足
が
ニュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。

　
買
い
物
へ
行
く
と「
お
一
人
一
袋
」と
の

表
示
。ま
さ
か
わ
が
町
で
も
米
不
足
の

影
響
が
あ
る
と
は
ビ
ッ
ク
リ
。と
同
時

に
、数
年
前
孫
に
真
珠
ま
り
こ
さ
ん
の

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」の
絵
本
を
読

ん
で
あ
げ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
、ど
こ

か
ら
と
も
な
く
や
っ
て
来
る
お
ば
あ
さ

ん
は
、『
食
べ
も
の
は
、皆
の
た
め
に
大
事

に
育
て
ら
れ
た
も
の
。や
さ
し
い
気
持
ち

が
、いっ
ぱ
いつ
ま
っ
と
る
ん
じ
ゃ
』と
。

　
当
た
り
前
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い

か
。「
食
」を
育
む
方
へ々
の
感
謝
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
石
橋
　
里
美
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

田
中
　
政
浩

石
橋
　
里
美

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

原
口
　
博
文

原
田
　
　
宏

河
内
　
直
子

編
集

後
記

令和6年12月定例会日程（予定）

12月6日（金）～12月13日（金）

12月10日（火）・11日（水）
一般質問

一般質問通告書は、11月25日以降、ホームページで公開する
予定です。支所窓口や議会事務局でも配布しています。

※日程は変更になる場合があります

燎原太鼓
りょう げん  だい　こ

今回筑前町で地域を元気にするために活動されている
「和太鼓」の一部団体について紹介いたします。




